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  生涯学習は幼児教育から   ～学びの基盤と基礎学力の定着～ 

                   江戸時代後期儒学者で岩村町出身の佐藤一斎は、三学の教え「三学戒」で、「少に

して学べば 即ち壮にして為す有り、壮にして学べば 即ち老いて衰えず、老いて学

べば 即ち死して朽ちず」つまり、人が人として有為に生きるために一生涯学び続け

ることの大切さを説いています。今、教育委員としてこども園、小中学校を訪問させて

いただく機会が多くあります。どの園もどの学校も子どもたちを中心に捉えながら着

実に成果を上げておられ、心から感謝しているところです。 

井口道               その中で、ずっと前から気になっていることがあります。一つは、学びや活動の基 

井口道雄委員     盤になる「鉛筆等」の持ち方です。今ではどのような持ち方が正しいのか分からないく

らい十人十色です。私たち戦中派が身に付けた持ち方は、中指で支え親指と人指し指で押さえる形でした。誰も

が今でもほぼ同じ持ち方をしております。実に理に適った形で、書いた文字の筆圧は強く、長く書いても疲れにくい

非常に合理的な持ち方だと思います。更に良いことは、正しい学習姿勢が長時間保てることです。今後の園と小

学校のスムーズな接続のためにも家庭、園、学校が連携して重点的に取り組んでほしいと思っています。 

もう一つは、人数の多い小中学校で実施している算数（数学）等の少人数指導の目的についてです。今、日本

は少子化の時代に突入しています。一人ひとりの子どもたちにかかる期待と責任は一層重く、それだけに小中学

校義務教育における役割と使命も大きく増す一方です。どの子にも生きる力の原動力となる基礎学力を落ちなく

漏れなく身に付けさせることが求められ、そのための手段の一つが少人数指導であると思います。その時間は、

自分の勉強に自信や意欲を失いかけた子どもたちに「やれば自分だって出来る」という自己肯定感の確認や将来

へ向かって生きる意欲を再喚起する貴重な時間にしたいものです。かけがえのない一人ひとりの子どもたちです。

今一度自校の実践を総括し振り返っていただければ幸いです。よろしくお願いいたします。    
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教育委員会では、他市における学校の現状や先進的な取り組み等を把

握し、今後の教育行政の参考にするために視察研修を実施しています。 

平成２７年度は全国学力・学習状況調査において、毎年トップである福

井市で、どの様な学習指導をされているのかを福井市明道中学校と福井

市教育委員会で視察研修を行いました。 

福井市明道中学校では、平成２７年に教科学習室を配置した５階建ての

新校舎での授業を参観し、校長先生から学習指導の様子や家庭学習の取

り組みを説明していただきました。 

福井市教育委員会では、「福井市の学校教育」について指導主事から説

明をしていただきました。子どもと向き合う教員の熱意と協働体制として、

教科の縦持ち、定期的な教科会の研修、生活ノート、家庭学習の習慣化

（宿題）など伝統的な取り組みをされており、「当たり前」の教育が徹底されていました。この「当たり前」の基準がと

ても高く、当市においても「当たり前」の基準を上げていき、一層子どもたちに力を付けさせたいと思いました。 
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 スポーツで健幸まちづくり 恵那       * * * 文化スポーツ課 * * *  

 

「健幸」とは、「健康で幸せな生活を送ること」を意味する      

造語です。 

恵那市では、運動・スポーツを通じて、市民一人ひとりが健 

康で幸せな生活を送ることができるまちを目指して、平成２６ 

年度に「スポーツ推進計画」を策定しました。 

この文章のタイトルにした本計画の基本理念の下、本年度は、 

「健康づくり」、「子どもの健全育成」、「コミュニティーづくり」、 

「観光交流」、「競技力向上」の５つの基本方針ごとに具体的な 

事業内容を検討する「行動計画」の策定に取り組んでいます。 

また、推進にあたって必要な「人材・組織」、「環境・施設」の 

今後のあり方についても、その方向性を検討しています。 

計画期間は、市の「第２次総合計画」と足並みを揃えた平成 

２８年度から３７年度の１０年間。市民一人ひとりが健康に関 

心をもち、自分に合った健康づくりに取り組んでもらえるよう 

に地域、学校、家庭や関係団体、事業所の皆様と連携して進め 

ていきたいと考えていますので、皆様のご理解とご協力をお願 

いいたします。 

 

 

 恵那スケート場 オープン１０周年   * * * クリスタルパーク恵那スケート場 * * * 

 

日本で最西端・最南端にある国際規格の４００ｍスピー  

ドスケートリンクを保有するクリスタルパーク恵那スケー 

ト場は、今年度オープン１０周年目を迎えています。４月 

～１０月まで夏季営業を行い、シーズン２１，０００人を 

超える入場者数がありました。冬季営業では、１０周年記 

念イベントを予定しており、冬季営業中に総入場者数が７ 

０万人を達成する見込みです。また、「ジャパンカップスピ 

ードスケート競技会第２戦」の日本最高級スピードスケー 

ト競技会や「三笠宮杯中部日本スケート競技会」の大規模 

大会をはじめ、各教室やイベントも盛りだくさんですので、皆さんのご来場をお待ちしています。 

  

「冬季営業期間：１１／３０（月）～２／２１（日） 期間中無休」 

「主なスケジュール」 

  大規模大会 

  ・ジャパンカップスピードスケート競技会第 2戦 11/27（金）～29（日）「プレオープン期間中」 

  ・三笠宮杯 64 回中部日本スケート競技会 2/11（木） 

  各イベント等 

  ・冬季シーズンオープンイベント 12/ 6（日） 滑走料無料 

  ・オープン１０周年記念イベント 12/13（日） 滑走料無料 

  ・クリスタルクリスマス２０１５ 12/23（水） 高校生以下滑走料無料 

  ・最終日感謝イベント       2/21（日） 滑走料無料 

  ・その他、初心者スケート教室・フィギアスケート教室・カーリング教室を開催します。 

 ＊詳しくは、チラシ、ＨＰ、広報えなをご覧ください。 
 


